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第 31 回スポーツ工学研究会報告 

 

埼玉工業大学 川副嘉彦 

 

（テニスは人生よりもあまりに大きくて，神様以外は計算できない） 

 

テニスの実技（ほとんど）と理論（少し）に関する研究会が平成14年10月22日（火）～23

日（水），兵庫県三田市の住友ゴム工業（株）中央研修所で開催されました． 

国際会議のため例年より遅い時期になって参加者10名はちょっと少なかったのですが，

台風に悩まされることがなくてテニス日和でした． 

今回は特に実践練習ということで競ったゲームになるような工夫がなされました． 

４ゲーム・タイブレーク（2001年の全日本都市対抗，国民体育大会から採用されたショ

ートセット方式）のリーグ戦を５回も実施できました． 

工夫というのは，最下位のペアから順番に，次のリーグ戦の自分のパートナーを指名

できるのです． 

予想通り試合は激戦の連続で，4-4 タイブレークや 5-3 というスコアがほとんどでし

た． 

丹波に近くて空気も美味しく，施設も清潔で，住友ゴムの阪上・大貫・金光さんが最初

から最後まで面倒を見てくださったので，テニス三昧でとても幸せな気分でした． 

講義の内容については分科会のホームページにあります．テニスは人生よりもあまり

に大きくて，神様以外は計算できない． 


